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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 

 本論文は、地盤の液状化防止対策として、岸壁の裏込めに鉛直排水材としてタイヤチップを使用

する工法と住宅基礎の下に水平補強材としてタイヤチップ層を配置する工法による地盤改良効果を

数値モデルにより評価したもので、その補強メカニズムを明らかにするとともに、基礎地盤の液状

化防止効果を確認し、沈下および構造物の変位防止にこれらの工法が有効であることを明らかにし

たものである。よって、本論文は防災と環境を両立させる地盤改良工法の設計・施工上、重要な知

見を得たものとして、地盤工学上価値ある業績であると認める。 
 
 
 
 
 
 
 


